
T2K実験は、J-­‐PARC加速器を用いて生成したミューオンニュートリ
ノビームを295km離れたSuper-­‐Kamiokandeで測定する、長基線
ニュートリノ実験である。電子ニュートリノ出現現象の決定的な証
拠をとらえた最新結果を報告し、今後の展望を述べる。	
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セミナーのお知らせ	
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